
Ⅲ 研究組織及び研究経過

研究組織１ 国語部

２ 研究経過

中小連携並びに小小連携については，次の４点から実施し，年次ごとに研究を推進していくこ

とにした。

(1) 国語部会の実施

国語部会では，５校の国語担当教諭が定期的に集まり，各学校の様子について情報交換をし

たり，中小連携の在り方について検討を行ったりしている。

ア 「読むこと」についての学力の実態の相互理解

イ 「読むこと」の単元（小学５・６年と中学１年）の指導内容・指導方法の見直し

（資料参照）

ウ 「おすすめの本」ブックリストの作成（資料参照）

エ 中小共通実践事項

(ｱ) 授業の中での音読の機会（資料参照）

(ｲ) おすすめの本１２０冊の活用

(ｳ) 辞書の積極的活用

(ｴ) 朝読書の推進

(2) 中小合同全体研修会の実施

中小合同全体研修会では，５校の全職員が長期休業中に集まり，国語，算数・数学，英語活

動・英語における中小連携の在り方について研修を行っている。

ア 中小連携の必要性について

イ ＰＩＳＡ型読解力について

ウ ５校の研究発表

(3) 中小合同授業研究会の実施

５校に研究授業の予告をし，共に授業参観，授業研究を行いながら中小連携を意識した指

導法の研究を合同で行っている。

ア 副田小６年研究授業（６月）

イ 入来中１年研究授業（１１月）

(4) 個人カルテの作成

小中９か年を通した「読むこと」に関する個人カルテの検討と作成を行っている。

ア 「読むこと」の個人別達成状況の中学校への引継ぎ（資料参照）

イ 学力検査等結果の情報交換

「 」「 」・ 迎える子どもの実態 送り出した子どもの実態

の相互理解を図り，授業改善を行う。

・ 指導方法や指導内容についてのお互いの立場から

の共通理解を図り，各校の指導計画，指導法の改善

を行い，学びの連続を図る。

入来中学校

副田小学校

入来小学校

大馬越小学校

朝陽小学校

〈中小連携２つの視点〉



年次ごとの研究経過は次の通りである。

平成17年度 ○ 基礎研修
○ 指導事項の洗い出し
○ 読解力の分析

平成18年度 ○ 中学校の現状把握
○ 「読むこと」の指導事項・系統性の明確化
○ 中小連携の視点による指導法の研究
○ ＰＩＳＡ型読解力の研究

平成19年度 ○ 中小連携・小小連携の在り方
○ 中小連携を意識した指導法の研究
・ ６年国語科研究授業・授業研究（副田小６月）
・ 中学校１年国語科研究授業・授業研究（入来中１１月）

○ 中小共通実践事項の具体化

研究の実際Ⅳ

１ ９か年で身に付けたい力

⑴ 中学校の生徒の実態より身につける力

＜中学校の生徒の実態より＞ ９か年で身に付けるべき力

ア 教科書を読めない生徒がいる。 ○ 教科書を適切な声の大きさ・速度

・ 既習の漢字を覚えていない。 で読む力

・ 生活体験の言葉と活字が結びつかない。

・ 大きな声で読むことができない。

イ 字を追うだけで内容理解に至らない生徒がいる ○ 意味段落をつかんで，主題・要旨。

・ 抑揚を付けて読めない。 を把握する力

・ 場面を想像できない。

ウ 文章を深く読みとることができない。 ○ 叙述に即して，想像豊かに，論拠

・ キーワードを発見できない。 をおさえて読み取る力

・ 主題をつかめない。 ○ 根拠を示しながら，自分の意見や

・ 行間を読みとることができない。 感想を作り出す力

エ 特定のジャンルの本しか読まない。 ○ いろいろなジャンルの本に読み親

・ 読書量に差がある。 しむ力

・ 文学作品をあまり読まない。 ○ 必要な情報を本から得る力

・ 目的に応じた本の選定ができない。

オ 多様な読み方ができない。 ○ 必要な情報を本から得る力

・ 目的に応じた読み方ができない。

カ 辞書で調べる習慣が身に付いていない。 ○ 分からない語句を辞典で調べる力

・ 言葉に関する興味・関心が少ない。

⑵ ９か年で重点的に指導する力

文学的文章を正確に読み取る力 低学年 中学年 高学年 中学校

① 教科書を適切な声の大きさ・速度で読む力 ◎ ◎ ○ ○

② 分からない語句を辞典で調べる力 ◎ ○ ◎

③ 地の文と会話文を抑揚を付けて読み分ける力 ◎ ◎ ○ ○

④ 登場人物や時間の流れを確認しながら読み取る力 ◎ ◎ ○ ○

⑤ 文章や挿絵から登場人物の心情を読み取る力 ○ ○ ◎ ◎

⑥ 文章にこめられた筆者の思いを読み取る力 ○ ◎ ◎

⑦ ｷｰﾜｰﾄﾞを発見し，作品の主題や筆者の主張を読み取る力 ○ ◎ ◎

⑧ いろいろなジャンルの本を読む力 ○ ◎ ◎

⑨ 必要な情報を本から得る力 ○ ◎ ◎

文章を読んで，自分なりの考えを持つ力 ○ ◎ ◎⑩



２ ＰＩＳＡ型読解力育成を視点に入れた学習活動の工夫

ＰＩＳＡ型読解力は，次のような学びの過程で示されている。

読解の段階 国語科の文学的文章の指導における読解の活動
情報の取り出し 目的に応じて本文から必要な情報を取り出し，まとめること。

・ テキストの内容の理解 【国語における読解力】
テキストの解釈 作者の意図等を推論し，解釈をまとめること。

・ 作者の思い，登場人物の心情，筆者の表現意図 【読む力・聞く力】
熟考・評価 登場人物の言動等を，自分の知識や経験と結び付けて評価し，自分の考えを

まとめること。
・ 表現の工夫，自分の考え，表現の効果 【考える力・交流する力】

表 現 自分の考えを表現すること。
・ 考えを書く，意見を書く 【書く力・話す力】

「情報の取り出し」の段階では，これまでの国語の読解力をさらに進めるＰＩＳＡ型読解力の

ために，情報を正確に読み取る力をしっかりと身に付けることが大切である。

，「 」「 」 ， 。特に重点的に指導を行う必要があるのは 解釈 ・ 熟考・評価 の 考えて読む段階である

正確な内容理解の上に 「読んで考える，考えて読む」活動をするために，自分の考えをもつよ，

うな発問を工夫することが大切である。

(1) 解釈の段階・・・児童・生徒の「なぜ～だろう」等の問いをもとに学習課題を作る。

本文の情報を推論し，自分の解釈をまとめるような発問

(2) 熟考・評価の段階・・・児童・生徒の「～は正しいのだろうか」等の問いをもとに学習課題

を作る。

本文と自分の知識や経験とを結び付けて考え，自分の意見をまとめるような発問

３ 「読みの力」を高める学習活動の工夫

学習のめあてがはっきりしていて，学習の順序と方法が分かっているとき，児童・生徒の学習意欲は高まっ

ていくと考える。そのために，どの学年でも，共通の学習過程で指導していく。同じように，一単位時間の基

本的な流れも，共通の学習過程で指導していく。同じようなスタイルで繰り返すことで，学習の積み上げが図

， 。 ， ，られ 児童・生徒は学習の進め方を身に付けることができると考える 次に 叙述に即して読み取るためには

音読も読みの方法の一つと考え，観点を与えて読み進んでいくことを低学年から進めていくことで，自分の力

で作品を読む力が身に付けられると考える。さらに，自分の考えを書く活動や他の考えと交流する活動を進め

ることで，自分の考えを分かり易く表現する力も身についていくと考える。

(1) 単元の基本的な学習過程

過程 主な学習活動 教 師 の 働 き か け

１ 単元の概要をつかむ。
つ
か ２ 新出漢字・語句について調
む べる。
・ ３ 学習計画を立てる。
見 ・ 初発の感想
通 ・ 課題の設定
す ・ 学習計画表

・ 表現活動

・ 辞書を効果的に活用させる。

・ 初発の感想をもとに，読みの課題と学習計画を立てる。

・ 学習計画表を模造紙に書き，掲示する。

・ 後半の表現活動を決定する。

・ 関連図書コーナーや国語コーナーを設置する。

・ 音読を繰り返し行わせる。

・ 作者はなぜこのような文章の書き方をしたのでしょうか。

・ なぜ作者はこのような結論を出したのでしょうか。

・ 登場人物がなぜこのような行動を取ったのでしょうか。

・ あなたは二つの意見のうちどちらに賛成ですか。

・ 物語の結末についてよくできていると思いますか。それともよく

できていないと思いますか。

・ あなたが主人公だったらどうしますか。

なぜ？

どうして？

どこから？



４ 課題について一人読み・一
人調べをする。

調
べ ５ 一人読み・一人調べをもと
る に全体で読み深める。
・
深 ６ 読み深めた内容について話
め し合う。
る

７ 読み取ったことをまとめ
て，発表する。

振 ８ 学習の成果を振り返る。
り
返
る ９ 読み取ったことを生かして
・ 読書活動や表現活動をする。
生
か
す

(2) 表現活動（言語活動）の一例

学年 単 元 単元後半の表現活動（言語活動）例

１年 くじらぐも 音読発表会 聞き手を意識しながら楽しく音読を発表すると

ともに，友達の音読のよさに気付く。

３年 三年とうげ 動作化 人物の気持ちを想像し，大事な言葉を丁寧に読

んで身体表現をする。

６年 やまなし 同一作者の作品 同一作者の作品を読み、展示構想に合わせた取

宮沢賢治 を読む 材活動をして，記念館としてまとめる。

中学校 大人になれな 登場人物に宛て 伝えたい事柄や自分の気持ち，誰に書くのかな

１年 かった弟たち た手紙 どを明確にして，登場人物や作者に宛てた手紙を

に…… 物語 書く。（ ）

朗読発表会 読み取ったことが効果的に伝わるように，話す野原はうたう（詩）

速度や音量，言葉の調子や間の取り方などを工夫蓬莱の玉の枝（古典）
して発表する。

(3) 一単位時間の基本的な学習過程
過程 主な学習活動 教 師 の 働 き か け

１ 前時までの学習を想起す
る。

つ ２ 本時の学習課題をつかむ。
か ３ 学習の範囲を音読する。
む ○○読みをします。発音や
・ 間の取り方に気を付けて読
見 みましょう（音読の観点）。
通
す ４ 学習の見通しを持つ。

・ 読みの視点

・ 考えられる表現活動(言語活動)
読書紹介 読書会 読書郵便 同一作者の作品発表会

絵本・図鑑作り 新聞作り クイズ作り

動作化 紙芝居 作者や登場人物への手紙 続き話を書く

音読発表会 群読・朗読 音読テープ など

・ 一斉読み 交互読み 二人読み 段落読み グループ読

み 列読み等

・ 登場人物の行動 ・ 登場人物の言ったこと

・ まわりの様子 ・ 接続語（つなぎ言葉）

気持ちが会話や行動，様子のどこに，どのように表現されて

いるかを読み取らせる。

・ 理由や根拠を明確にした読み取りのしかた

・ ノート，ワークシートに考えを書かせる。

・ 効果的な机間指導，ヒントカードによる支援

・ ペア学習，グループ学習を効果的に行う。

・ 根拠のある考えを大切にさせる。

・ 感じ方・考え方の変容に対する自己評価や相互評価をさせ

る。

・ 物語の構成，巧みな表現，想像することの楽しさについて

気づかせる。

・ 自分なりの課題についてまとめさせ，教材の主題・要旨

について確認する。

・ 掲示された学習計画表で確認させる。



５ 課題解決のために一人読み
調 ・ 一人調べをする。
べ ○○は，どんな言葉で分か
る りますか。
・ △△から○○のどんな様子
深 が分かりますか。
め
る ６ 一人読み ・一人調べの結

， 。果を発表し合い 読み深める
そう考えたのは，作品のど
こからか発表し合いましょ
う。

７ 読み取ったこと・調べたこ
とを全体で話し合う。
○○からどんなことが分か
りますか。
○○でなくてもよかったの
ではありませんか？

８ 読み取ったこと・調べたこ
とを確かめながら音読をす
る。
どのように音読すると気持
ちが伝わるでしょう。

９ 学習を振り返る。振
り

10 次時の学習を確認する。返
る

４ 読書活動の推進

(1) 「おすすめの本」ブックリストの作成

子どもたちが発達段階に応じた読書の楽しさを味わうことができるように，小学校卒業段階

までにこれだけは読んでもらいたい「おすすめの本（各学年２０冊・シリーズものも１冊でカ

ウント 」を選定している。選定に当たり，学年に応じて①読書生活を豊かにし，人間形成を）

図ることのできる作品②教材と重ね読みができる作品③海外の作品④読んでもらいたい作家の

作品やシリーズもの⑤中学校からのお薦めの作品など，楽しい読みができるように配慮してい

る。これらの本は，いつでも読めるように学年コーナーを配置したり，読後の感想を記号や言

葉で表現したりするなど，各学年で創意工夫して家庭での読書の励行を進めている。

(2) 同一作家の本，同一テーマの本

教科書で学習した物語や説明文の同一作

家や同一テーマの本を，各月のお薦めの本

として，図書室前の廊下に特設コーナーを

設けている。毎月，図書委員会の子どもた

ちに本の入れ替えをしてもらっている。図

書室へ行く廊下に本があることで，子ども

たちの読書意欲が高まったり，本を選ぶと

きに参考になったりしている。

(3) 読書タイム

火・木・金曜日の朝の時間（８：１５～８：３０）を読書タイムとし，読書活動の推進を図

っている。図書室の本や移動図書の本，教室内の本など，読みたい本を自由に選び１５分間読

むことにしている。特に，金曜日は担任による読み聞かせや本の紹介，ブックトークなど，教

・ 聞くときは，目を話し手に向けさせる。

・ 反応しながら聞かせる。

うなずく，相づちを打つ，首をかしげる

「なるほど」「そうか」「ふーん」などの言葉

・ 似ている，違う，初めて気付いた，考えが変わった

・ よく分からない→どうしてそう思ったの？

→「もう一度言ってください。」

・ 本時の学習を生かしたまとめの音読

・ 一斉読み まる読み 指名なし読み 役割読み スピード

読み 暗唱等

・ まとめ１０分の取組

・ 自己評価・相互評価をさせる。

・ ペア・グループで自分の考えを交流させる。

・ 読みの交流の仕方を提示する。

・ 考えの手がかりになる言葉はどれか，なぜそう考えたの

か，根拠を明確にする。

・ 音読，黙読をしながら，大事な言葉にサイドライン，ワー

クシートへの書き込み，吹き出しの作成などをさせる。

・ 課題に対する自分の考えを書かせる。（その根拠や理由を

明確に持たせる。）

※ 中学校では２種類のワークシートの準備



児ともに読書に親しむ活動を行うことにしている。また１学期の木曜日は，地域のボランティ

アグループ「入来おじゃはんかかたいもんそ会」の方々に読み聞かせをしてもらっている。

(4) 仲良し読書

毎月第一金曜日を「仲良し読書」とし，全職員・親子読書会の方々

に協力をお願いして，下学年・上学年に分かれて読み聞かせや本の紹

介等を行っている。

(5) 読書月間

６月・１０月・２月を「読書の楽しさを味わわせ，好ましい読書習

慣を育成する」ことをねらいとし，読書月間としている。主な取組は

下記の通りである。

ア ６月の取組

， 。 ，(ｱ) 通常は１冊ずつの貸し出しだが 読書月間中は２冊ずつ貸し出しを行っている ６月は

その中から１冊はブックリストの中から選ぶようにしている。

(ｲ) 昼休みのお話会

図書委員会による紙芝居とパネルシアターを行っている。

(ｳ) 給食時間の学校放送

図書委員会によるお話朗読と，希望する学級の本読み発表を行っている。

(ｴ) 仲良し読書スペシャル

お話の部屋を３カ所設け，子どもたちには事前に本のタイトルとあらすじを知らせ（誰

が読んでくれるかは知らせない ，聞いてみたいお話の部屋へ行き，読み聞かせを聞くよ）

うにしている。

イ １０月の取組

(ｱ) 読書標語

各学年で読書標語づくりに取り組んでいる。できあが

った作品は，校内に展示したり，図書館だよりの中で活

用したりしている。

(ｲ) 全校お話会

「子どもといっしょに読書の日」の２３日に 「おじゃ，

はんか入来かたいもんそ会」の方々に来ていただき，お

話会を実施している。大型絵本や鹿児島弁での素話，入

来の昔話など，４５分があっという間に感じるほどであ

る。

(ｳ) 給食時間の学校放送

図書委員会によるお話朗読を行っている。

(ｴ) 読書カレンダー

子どもたちの読書の記録として，読書カレンダーを配

布し，家庭での１ヶ月の読書の記録を残すようにしてい

る。

(ｵ) 読書ビンゴ

子どもたちの読書の幅を広げられるように，ブックリ

ストやお薦めの本の中から読書ビンゴを作成している。

学年に応じて冊数を変え（１・２年 ２５冊，３・４年

１６冊，５・６年 ９冊 ，ビンゴが完成したらスペシャ）

ル券（もう１冊借りられる券）を渡すようにしている。

(6) 家庭・地域との連携

学級通信を通して，読書月間に対しての理解・協力を呼び

かけている。また９月，１１月，１２月の「仲良し読書」に

は，本校の親子読書会の方々に協力をお願いして，読み聞か

せをしてもらう。読書タイムや全校お話会など，地域のボラ

ンティアグループと連携がとれている。



５ 言語環境の整備

(1) 教室の掲示

国語科の学習の中で，あるいは日常の生活の中で，子どもたちが進んで学習することができ

るような環境づくりをめざして，学級の教室設営の充実を図っている。

ア 発表話型

各学年の発達段階に応じた言語能力を身に付けられる

ように，発表話型を教室前面に常時掲示している。発表

するときと，友だちの発表の聞き方について，国語科以

外の教科でも活用できるようにしている。

イ 国語のコーナー

学級によって掲示場所，掲示の仕方は少し異なるが，

各学年の現在学習している単元の新出漢字や言葉につい

ての学習等の掲示コーナーを設け，子どもたちが日常見て

学習できるようにしている。

ウ 学年のコーナー

，教室の出入り口の廊下の壁にホワイトボードを設置し

現在学習中の言葉の学習等について，クイズ形式で質問

を出し，子どもたちが進んで操作したり，質問に答えた

りできるようにしている。

(2) 校舎内の掲示

廊下及び踊り場など，子ども達が目にしやすい場所にも国

語コーナー，健康コーナーを設け，言葉に親しみやすい環境

づくりを設定している。

ア 校長室前のコーナー

校内行事・地域行事の写真掲載で，子ども達を賞賛するばか

りでなく，ひとりひとりの心に残る言葉を毎月掲載している。

四時熟語やことわざは，子ども達の心に自然と刻まれている。

イ 踊り場の掲示

(ｱ) 保健コーナー

学力の定着は，生活リズムからである。子ども期は，脳の

発達に大切な時期であり，ゲームやテレビなどのメディアと

。 ，上手につきあうことが大切である 毎日の生活の積み重ねで

体や脳（心）は育っていくことを，科学的視野から視覚的に

訴えたコーナーを設けている。

(ｲ) 季節に合わせた詩の掲示

子ども達に季節感を味わわせ

ながら，言葉への興味・関心を

高めるために，詩の掲示を行っ

ている。

発表話型(教室前面)

言葉の学習掲示新出漢字の掲示

作文の書き方掲示

学年コーナー



(3) 国語タイム

副田小では，国語の基礎的な力を付けるために，毎週火曜日と木曜日の朝８時30分から45分

までの1５分間に「国語タイム」を設けて，それぞれの学級担任が作成した問題や市販の問題

集に取り組んでいる。

ア 「読みの力」を高めるための手だて（火曜日）

（取組例）

○ 担任が準備した問題に取り組む

・各自でのプリント学習（７～８分）

・教師による解説（７～８分）

イ 言語活動（木曜日）

（取組例）

・漢字練習

・単文作り

・言葉の意味調べ

・ことわざ，熟語調べ

Ⅴ 実践例

１ 授業実践

(1) 第６学年における授業実践

ア 単元名 読書の世界を深めよう

｢森へ｣ ｢本は友達｣

イ 本 時（３／１２）

(ｱ) 目標

表現の工夫に着目して読み，森の様子や作者の心の動きを想像することができる。

(ｲ) 授業の視点

・ 基本的な指導過程に基づき，一人調べの場と考えの交流の場を設定する。

・ 言葉（文章）に着目させるためにサイドラインを引いたり，ワークシートへの書き込

みを行わせる。

・ 筆者の日記という形式によって自分の読みをまとめさせる。

(ｳ) 実際
過程 主な学習活動 教師の手だてと児童の反応

１ 前時の学習を ○ 学習計画表やこれまでの場面の写真を掲示する。
つ 想起する。 カヤックの上での筆者
か
む ２ 本時の学習計
・ 画を確認する。
見
通 ３ 学習範囲を音
す 読する。

４ めあてを立て ○ 「今日の場面では筆者はどこにいるのだろう 」。
る。

学習課題
５ 学習の進め方
を確認する。

実際に「国語タイム」の時間に

取り組む児童

森へ入った筆者の心情が変

わったのはなぜだろう。

・ ぞくぞくするな。

・ 生き物の声が楽しい。



○ サイドラインの観点
・目 ・耳 ・行動 ・心

○ ワークシート

調 ６ 一人読みをす ○ 机間指導によって，活動状況を把握したり，賞賛・助言
べ る。 を行ったりする。
る

深 ７ 自分の読みを ○ 隣の児童とワークシートを交換させる。
め 発表しあう。 ○ 自主的な発表がない際は，教師が把握したものを基に指
る 名したり，隣の人の考えを推薦させたりする。

８ 出てきた表現
を音読する。

ふ ９ 本時の学習を ○振り返りカード
り 振り返る。
返 ○○さんと心に残った表現
る は同じだけど想像は違った。

ここには筆者の思

ったことが書いてあ

るなあ。

きょうも筆者の感じているこ

とを書いていくのだな。

わたしは白いきのこを見つけ

たところについて考えました。

倒木のはしを歩いている筆

者のことを想像しました。




